
一宮市 Ichinomiya

安城市
 Anjo

大府市 Obu

設楽町
 Shit

ara

モバイル・トリエンナーレ

モ
バ
イ
ル
・ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ

2
016

現代アートがまちにやってくる！

旅する展覧会
Mobile Triennale



あ い ちト リエ ン ナ ー レ 2 0 1 6
モ バ イル・ト リエ ン ナ ー レ
旅 す る 展 覧 会

味 岡 伸 太 郎　 A J I O K A  S h i n t a r o

ニ コラス・ガラニン 　 N i c h o l a s  G A L A N I N

キオ・グリフィス 　 K i o  G R I F F I T H

タロイ・ハヴィニ 　 T a l o i  H A V I N I

今 村  文 　 I M A M U R A  F u m i

ジョアン・モ デ 　 J o ã o  M O D É

森 北  伸 　 M O R I K I T A  S h i n

オス カー・ムリーリョ 　 O s c a r  M U R I L L O

中 村 裕 太 　 N A K A M U R A  Y u t a

ウダム・チャン・グエン 　 U u d a m  T r a n  N G U Y E N

二 藤 建 人 　 N I T O  K e n t o

岡 部 昌 生 　 O K A B E  M a s a o

大 巻 伸 嗣 　 O H M A K I  S h i n j i

佐 々 木 愛 　 S A S A K I  A i

柴 田 眞 理 子 　 S H I B A T A  M a r i k o

田 島 秀 彦 　 TA J I M A  H i d e h i k o

高 橋 士 郎 　 TA K A H A S H I  S h i r o

竹 川 宣 彰 　 TA K E K A W A  N o b u a k i

山 田  亘 　 YA M A D A  K o

ボリス・ラべ 　 B o r i s  L A B B É

伊 藤 高 志 　 I T O  T a k a s h i

小 川  育 　 O G A W A  I k u

高 嶺  剛 　 T A K A M I N E  G o

山 村 浩 二 　 YA M A M U R A  K o j i

設 楽 町 、大 府 市 、一宮 市 、安 城 市
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「あいちトリエン ナーレ 2 0 1 6 」

会 期：2 0 1 6 年 8 月11日～1 0 月 2 3 日（ 74 日 間 ）

テ ーマ：「 虹の キャラヴァン サライ  創 造 する人 間 の 旅 　 H o m o  F a b e r :  A  R a i n b o w  C a r a v a n 」

「 モ バ イル・トリエン ナーレ 　旅 する展 覧 会」

会 期：計 1 4 日間

● 設 楽 町／ 設 楽 町 田口 特 産 物 振 興センター

　 2 0 1 6 年 8 月 2 6 日（ 金 ）-  2 8 日（ 日 ）3 日間 ／ 41 9 人

● 大 府 市／大 府 市 勤 労 文化 会 館

　 2 0 1 6 年 9 月 9 日（ 金 ）-  11日（ 日 ）3 日間 ／ 6 5 6 人

● 一宮 市／一宮 市 博 物 館

　 2 0 1 6 年 9 月1 6 日（ 金 ）-  1 9 日（ 月・祝 ）4 日間 ／ 1 , 4 5 1人

● 安 城 市／安 城 市民 ギャラリー

　 2 0 1 6 年 9 月 2 2 日（ 木・祝 ）-  2 5 日（ 日 ）4 日間 ／ 1 , 5 2 3 人

主 催：

あいちトリエン ナーレ実 行 委 員 会

一宮 市、一宮 市 教 育 委 員 会（一宮 市会 場）／安 城 市、安 城 市 教 育 委 員 会（安 城 市会 場）／

大 府 市（大 府 市会 場）／ 設 楽 町、設 楽 町 教 育 委 員 会（設 楽 町会 場）

参 加 アー ティスト数：2 4 人

味 岡 伸 太 郎 、ニコラス・ガラニン、キオ・グリフィス、タロイ・ハヴィニ、今 村  文 、ジョアン・モ デ 、森 北  伸 、

オス カー・ムリーリョ 、中 村 裕 太、ウダム・チャン・グエン、二 藤 建 人、岡 部 昌 生、大 巻 伸 嗣、佐々 木  愛 、

柴 田 眞 理 子 、田 島 秀 彦 、高 橋 士 郎、竹川宣 彰、山 田  亘 、ボリス・ラべ 、伊 藤 高 志 、小 川  育 、高 嶺  剛 、山 村 浩 二

作 品 点 数：4 4 点

合 計入場 者 数：4 , 0 4 9 人（ ワー クショップ 参 加 者を 含 む）

あいちトリエン ナーレ実 行 委 員 会 事 務 局

〒4 6 1 - 8 5 2 5  愛 知 県 名古 屋 市 東 区 東 桜 1 - 1 3 - 2

愛 知 芸 術 文化センター 6 階

　あいちトリエンナーレはあいちで開催される三年ごとに開催される国際芸術祭です。この国際芸術祭は、国内

外から先端的で新しい現代美術をあいちにまとめて展示することで、文化都市としてのあいちの名を国際的に

発信すること、そのことで地域の魅力を向上させること、さらには、現代美術が持つ新しい考え方や見方に触れ

てそれを身近なものとすること、を掲げています。2010年 8月に名古屋市で始まり、2013年には岡崎市が会

場地に加わりました。今回の2016年には豊橋市もその会場地の一つとなっています。

　「モバイル・トリエンナーレ」は2013年から始まっています。会期中の週末に、会場地以外に出張して行う小

規模な展覧会のことで、「あいちトリエンナーレ」という名前が示すとおり、「あいち」県全体に活動を広げて、多

くの人と現代美術の面白さを共有したいという思いから生まれました。作品の展示に加え、出品作家等による

ワークショップも実施し、3日または4日間という短い会期ながら、多角的に現代芸術の魅力を紹介しています。

それぞれの地域にある、固有の歴史と文化に根ざした身近な建物や文化施設で、普段は、遠いところに、そして

関係ないところにある、と思われている現代美術に触れていただける機会となりました。

　今回の「旅する展覧会－モバイル･トリエンナーレ」は、設楽町、大府市、一宮市、安城市の文化施設などで開催

されました。あいちトリエンナーレ2016の参加アーティストのうち、19名の現代美術アーティストと5名の映像

アーティストによる、本展出品作品とは異なる、絵画や彫刻、映像などの約4 0点の作品で構成しました。

　来場者数は4つの会場で合計4 , 0 4 9人となり、展示内容も多くの方に好評をいただくことができました。アン

ケートでは、「多彩な作品が身近に観れた」、「日常から離れた別の世界へ行ったような思いでした」、「ここでし

か見れない作品もあって、とても楽しめた」、「参加型でよかった」、などの回答をいただきました。展示作品を解

説するガイドツアーや出展アーティストによるワークショップを実施したことで、作品への理解を深めたり、

アーティストとの体験を通してより現代アートを身近に感じていただくことができたと思います。また、今回は

名古屋や豊橋で同時開催していた本展と併せて来場する方もおり、作品の中の共通点をみつけたり、異なる表

現方法をみることでアーティストへの印象の変化を楽しんでいただくこともできたようです。

　最後になりましたが、ご出品にご賛同いただいたアーティスト、そしてさまざまな形でご協力いただいた皆様

にお礼を申し上げます。

あいちトリエンナーレ実行委員会

設 楽 町

To y o h a s h i

大 府 市

N a g o y a

O k a z a k i

安 城 市

一宮 市

02 03



設楽町 Shitara

設 楽 町 田 口 特 産 物 振 興 セ ン タ ー
　 愛 知 県 の 北 東 部 に 位 置 す る 人 口 約 5 , 2 0 0 人 の 町 の 中 心 地 に 建 つ 施 設 。
設 楽 町の 林 業 、農 業 の 振 興 と 地 域 活 性 化 の た め 、特 産 物 の 展 示・販 売 や 講 演 会 等 が 開 催 されて いま す 。

会 期：2 0 1 6 年 8 月 2 6 日（ 金 ）ー 2 8 日（ 日 ）9：0 0 ー 1 7：0 0（ 2 6 日 は 2 1：0 0 ま で ）

会 場：設 楽 町 田 口 特 産 物 振 興 セ ン タ ー（ 北 設 楽 郡 設 楽 町 田 口 字 向 木 屋 3 - 1 ）

上：設楽町田口特産物センター外観　下：高橋士郎《b a b o t  m 2 73》 上：センター内2階  展示風景　下左：竹川宣彰《セミの羽化と私―325 0年  ♯3》　下右：柴田眞理子  展示風景
0504



設楽町 Shitara

作 品 ガ イド ツ ア ー
8 月 2 7 日（ 土 ）、2 8 日（ 日 ）

1 1：0 0 ／ 1 5：0 0（ 約 3 0 分 ）

ワ ー ク シ ョッ プ

L O C U S  F A B E R  ツ ク ロ ッ カ
「 移 動 型 バ ス ミ ュー ジ アム  M O B I U M：バ ス を 万 華 鏡 に す る 」
バ ス の 内 部 を 巨 大 な 万 華 鏡 に す る ワ ー ク シ ョッ プ を 実 施 。

揺 れ る と 動 くミラ ー の つ い た 飾 り（ モ ビ ー ル ）を 作 って バ ス に 取 り 付 け ま し た 。

モ ビ ー ル を 飾 っ た バ ス に 乗 って ま ち を 一 周 し ま し た 。

日 時：8 月 2 8 日（ 日 ）① 1 0：0 0 ー 1 2：0 0 　 ② 1 4：0 0 ー 1 6：0 0
会 場：設 楽 町 田 口 特 産 物 振 興 セ ン タ ー
対 象：ど な た で も（ 要 事 前 申 込 み ）
参 加 者：3 6 名
バ ス の 走 行 時 間 ／ 1 1：3 0 ー 1 2：0 0 、1 5：3 0 ー 1 6：0 0
（ ワ ー ク シ ョッ プ に 参 加 して い な い 方 も 乗 車 可 能 ）

「 ら く が き バ ス 」
黒 板 に な って い る バ ス の 外 装 に チ ョ ー ク を 使 って 自 由 に ら く が き を して あ そ び ま し た 。

車 体 に は 自 動 で 絵 を 描 く 装 置 も 取 り 付 け ら れ ま し た 。

日 時：8 月 2 8 日（ 日 ）9：0 0 ー 1 7：0 0（ 走 行 時 間 11：3 0 ー 1 2：0 0 、1 5：3 0 ー 1 6：0 0 以 外 ）
会 場：設 楽 町 田 口 特 産 物 振 興 セ ン タ ー  駐 車 場
対 象：ど な た で も

LOCUS  FA B ER  ツクロッカ  ワークショップ風景
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設楽町 Shitara

上：森北  伸  展示風景　下左：二藤建人《ZOK I NMAN》　下右：大巻伸嗣  展示風景 上：ジョアン・モデ《ネットプロジェクト》　下：キオ・グリフィス《Any  C o l o u r  Yo u  L i k e  1 . 2》
0908



大府市 Obu

大 府 市 勤 労 文 化 会 館
　 知 多 半 島 の 北 端 に 位 置 す る 人 口 約 9 万 人 の 都 市 の 文 化 芸 術 を 担 う 施 設 。
市 の 芸 術 祭 や 音 楽 祭 な ど の 舞 台 公 演 や 、成 人 式 が 行 わ れ る ホ ー ル と 会 議 室 や 研 修 室 、
宿 泊 施 設 を 備 え 、多 くの 市 民 や 企 業 に 利 用 さ れ て い ま す 。

会 期：2 0 1 6 年 9 月 9 日（ 金 ）ー 1 1 日（ 日 ）9：0 0 ー 1 9：0 0

会 場：大 府 市 勤 労 文 化 会 館（ 大 府 市 明 成 町 1 - 3 3 0 ）

上：作品ガイドツアー風景　下：港芸術監督からのあいさつ 上：今村  文  展示風景　中：味岡伸太郎  展示風景　下：タロイ・ハヴィニ《カプカプⅠ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ：メラネシアの神秘的な島々より》
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大府市 Obu

作 品 ガ イド ツ ア ー
9 月 1 0 日（ 土 ）、1 1 日（ 日 ）

1 1：0 0 ／ 1 5：0 0（ 約 3 0 分 ）

ワ ー ク シ ョッ プ

田 島 秀 彦
「 カ ットア ッ プ ＆ リミッ ク ス～ イメ ー ジ を 並 列 し た り 重 層 して 作 る コ ラ ー ジ ュ 絵 画 ～ 」
世 界 各 国 の 装 飾 模 様 ( タ イ ル や テ キ ス タ イル な ど ) の 印 刷 物 を 切 り 貼 りし 、

ト レ ー シ ン グ ペ ー パ ー や 透 明 カ ラ ーフィル ム な ど と 組 み 合 わ せ な が ら

キ ャン バ ス ボ ード に コ ラ ー ジ ュ 作 品 を 制 作 。

イメ ー ジ と イメ ー ジ を 作 用 反 作 用 さ せ な が ら 独 自 の 世 界 観 を 構 築 す る こ と を 試 み ま し た 。

日 時：9 月 1 1 日（ 日 ）1 4：0 0 ー 1 6：0 0
会 場：大 府 市 勤 労 文 化 会 館 　 控 室 4 ･ 5
対 象：ど な た で も（ 要 事 前 申 込 み 、未 就 学 児 は 保 護 者 同 伴 ）
参 加 者 数：1 5 人

イベ ント

三 田 村 光 土 里  企 画
「 A r t  &  B r e a k f a s t  D a y  I n t e r n a t i o n a l  あ い ちト リエ ン ナ ー レ  大 府 」
普 段 は 家 族 や 親 し い 人 と 過 ご す 朝 食 の 場 を 、ア ート と と も に 楽 し む イベ ント

「 A r t  &  B r e a k f a s t  D a y 」。そ の 場 に 集 ま る 人 と 朝 食 を と り 、様 々 な 人 と コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を 楽 し む

イベ ント 。9 月 1 0 日 と 1 1 日 は 国 内 外 で「 A r t  &  B r e a k f a s t  D a y  I n t e r n a t i o n a l 」が 開 催 さ れ 、

三 田 村 光 土 里 は 滞 在 中 のド イ ツ の 会 場 で 実 施 。世 界 を 感 じ な が ら 食 事 を し ま し た 。

日 時：9 月 1 1 日（ 日 ）8：3 0 ー 1 0：3 0
会 場：大 府 市 勤 労 文 化 会 館 　 1 階 　 四 季 ダ イニ ン グ 菜 の 葉
対 象：ど な た で も（ 要 事 前 申 込 み ）
参 加 費：4 5 0 円（ 食 事 代 ）
参 加 者 数：2 2 名
　

田島秀彦 ワークショップ風景 三田村光土里  「A r t  &  B r e a k f a s t  D a y  I n t e r n a t i o n a l」
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大府市 Obu

上：映像プログラム展示風景　中：ジョアン・モデ《ネットプロジェクト》　下：オスカー・ムリーリョ《フリークエンシーズ・プロジェクト》 上：中村裕太《世界陶片地図｜シドニー》　中：ジョアン・モデ《ネットプロジェクト》　下：岡部昌生《C r e a t i v e  C a r a v a n》
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一宮市 Ichinomiya

一 宮 市 博 物 館
　 愛 知 県 の 北 西 に 位 置 す る 人 口 約 3 8 万 人 の 都 市 の 郷 土 の 歴 史 や 文 化 遺 産 を 伝 え る 博 物 館 。
長 嶋 山 妙 興 報 恩 禅 寺 の 境 内 に 隣 接 し た 、内 井 昭 蔵 に よ る 特 徴 的 な 建 築 で 知 ら れ て い ま す 。

会 期：2 0 1 6 年 9 月 1 6 日（ 金 ）ー 1 9 日（ 月・祝 ）9：3 0 ー 1 7：0 0（ 入 場 は 1 6：3 0 ま で ）

会 場：一 宮 市 博 物 館（ 一 宮 市 大 和 町 妙 興 寺 2 3 9 0 ）

上：山田  亘《大愛知なるへそ新聞プロジェクト》　下：一宮市博物館外観 ジョアン・モデ《ネットプロジェクト》
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一宮市 Ichinomiya

作 品 ガ イド ツ ア ー
9 月 1 7 日（ 土 ）、1 9 日（ 月・祝 ）

1 1：0 0 、1 5：0 0（ 約 3 0 分 ）

ワ ー ク シ ョッ プ

L O C U S  F A B E R  ツ ク ロ ッ カ
「 移 動 型 バ ス ミ ュー ジ アム  M O B I U M：バ ス を 万 華 鏡 に す る 」
バ ス の 内 部 を 巨 大 な 万 華 鏡 に す る ワ ー ク シ ョッ プ を 実 施 。

揺 れ る と 動 くミラ ー の つ い た 飾 り（ モ ビ ー ル ）を 作 って バ ス に 取 り 付 け ま し た 。

モ ビ ー ル を 飾 っ た バ ス に 乗 って ま ち を 一 周 し ま し た 。

日 時：9 月 1 8 日（ 日 ）① 1 0：0 0 ー 1 2：0 0 　 ② 1 4：0 0 ー 1 6：0 0
会 場：一 宮 市 博 物 館  
対 象：ど な た で も（ 要 事 前 申 込 み ）
参 加 者：3 8 名
バ ス の 走 行 時 間 ／ 1 1：3 0 ー 1 2：0 0 、1 5：3 0 ー 1 6：0 0
（ ワ ー ク シ ョッ プ に 参 加 して い な い 方 も 乗 車 可 能 ）

「 ら く が き バ ス 」
黒 板 に な って い る バ ス の 外 装 に チ ョ ー ク を 使 って 自 由 に ら く が き を して あ そ び ま し た 。

車 体 に は 自 動 で 絵 を 描 く 装 置 も 取 り 付 け ら れ ま し た 。

日 時：9 月 1 8 日（ 日 ）9：3 0 ー 1 7：0 0（ 走 行 時 間 11：3 0 ー 1 2：0 0 、1 5：3 0 ー 1 6：0 0 以 外 ）
会 場：一 宮 市 博 物 館  南 側 入 口 横
対 象：ど な た で も

映像プログラム展示風景
上：ニコラス・ガラニン《Ts u  H é i d e i  S h u g a x t u t a a n  Ⅰ,  Ⅱ（しまわれていた英知の箱を、再び開けよう）》映像作品展示風景

下左：オスカー・ムリーリョ《フリークエンシーズ・プロジェクト》　下右：キオ・グリフィス《Any  C o l o u r  Yo u  L i k e  1 . 2》
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一宮市 Ichinomiya

上：山田  亘《大愛知なるへそ新聞プロジェクト》　下左：竹川宣彰  展示風景　下右：高橋士郎  展示風景 上：柴田眞理子  展示風景　下：中村裕太《世界陶片地図｜シドニー》
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安城市 Anjo

安 城 市 民 ギ ャ ラ リ ー
　 愛 知 県 の 中 央 部 西 に 位 置 す る 人 口 約 1 8 万 都 市 の 展 示 施 設 で 、
安 城 松 平 4 代 の 居 城 を 整 備 し た 城 址 公 園 に 面 し た 建 物 。
埋 文 セ ン タ ー を 併 設 し 、歴 史 博 物 館・安 祥 公 民 館 が 隣 接 す る 文 化 ゾ ーン に 位 置 して い ま す 。

会 期：2 0 1 6 年 9 月 2 2 日（ 木・祝 ）ー 2 5 日（ 日 ）9：0 0 ー 1 7：0 0

会 場：安 城 市 民 ギ ャ ラ リ ー（ 安 城 市 安 城 町 城 堀 3 0 ）

上：オープニングコンサート風景　下：作品ガイドツアー風景 上：佐々木 愛 展示風景　下左：森北 伸 展示風景　下右：二藤建人 展示風景
2322



安城市 Anjo

作 品 ガ イド ツ ア ー
9 月 2 2 日（ 木・祝 ）、2 5 日（ 日 ）

1 1：0 0 、1 5：0 0（ 約 3 0 分 ）

ワ ー ク シ ョッ プ

今 村 文
「 ミ ツ ロ ウ 絵 の 具 で 絵 を 描 い て み る 」
ミ ツバ チ の 巣 に 使 わ れ て い る ロ ウ に 色 を つ け て 作 る ミ ツ ロ ウ 絵 の 具 を 、

熱 で 溶 か し な が ら 板 の 上 に 描 くワ ー ク シ ョッ プ 。

古 く か ら 使 わ れ て い る こ の エ ン カ ウ ス テ ィー ク（ 蝋 画 ）の 技 法 で

制 作 を 続 け る 作 家 と 一 緒 に 、ミ ツ ロ ウ 絵 の 具 で 絵 を 描 き ま し た 。

日 時：9 月 2 4 日（ 土 ）① 9：3 0 ー 1 2：3 0 　 ② 1 4：0 0 ー 1 7：0 0
会 場：安 城 市 民 ギ ャ ラ リ ー 　 創 作 実 習 室
対 象：高 校 生 以 上（ 要 事 前 申 込 み ）
参 加 者 数：1 4 人

上：安城市民ギャラリー外観　下：今村  文  ワークショップ風景 上：今村 文 ワークショップ制作物　中：田島秀彦 展示風景　下：大巻伸嗣 展示風景
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安城市 Anjo

上：ウダム・チャン・グエン《機械騎兵隊のワルツ  -  T h e  M a c h i n e  E q u e s t r i a n s  #12》　下：山田  亘  展示風景 展示室風景
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味 岡 伸 太 郎
M - 0 1《 設 楽 からの 地 質 調 査 報 告 書  1 6 》2 0 1 6 ／水 彩 紙 、土

M - 0 2《 一 宮 からの 地 質 調 査 報 告 書 1 6 》2 0 1 6 ／水 彩 紙 、土

M - 0 3《 大 府 からの 地 質 調 査 報 告 書  1 6 》2 0 1 6 ／水 彩 紙 、土

M - 0 4《 安 城・藤 井 からの 地 質 調 査 報 告 書  1 6 》2 0 1 6 ／水 彩 紙 、土

ニコラス・ガラニン
M - 0 5《 T s u  H é i d e i  S h u g a x t u t a a n  Ⅰ ,  Ⅱ（ しまわれていた 英 知 の 箱を 、再 び 開けよう）》2 0 0 6 ／ヴィデオ／

       4 分 3 7 秒／ 4 分 0 6 秒

キオ・グリフィス
M - 0 6《 A n y  C o l o u r  Y o u  L i k e 　 1 、2 》2 0 1 6 ／木 、フェルト

タロイ・ハヴィニ
M - 0 7《 カプカプ  I 、I I 、I I I 、I V : メラネシアの 神 秘 的 な 島 々より 》2 0 1 5 ／ 磁 器 、炻 器 、銅ラスター 彩 、金 彩

今 村  文
M - 0 8《 無 題 》2 0 0 8 ／エン カウスティーク 、漆 喰 、パ ネ ル

M - 0 9《 無 題 》2 0 1 6 ／エン カウスティーク 、漆 喰 、パ ネ ル

M - 1 0《 無 題 》2 0 1 6 ／エン カウスティーク 、漆 喰 、パ ネ ル

M - 11《 無 題 》2 0 1 6 ／エン カウスティーク 、漆 喰 、パ ネ ル

M - 1 2《 無 題 》2 0 1 6 ／エン カウスティーク 、漆 喰 、パ ネ ル

M - 1 3《 無 題 》2 0 1 6 ／水 彩 、コラージュ

ジョアン・モ デ
M - 1 4《 ネットプロジェクト 》2 0 0 3 －／ミクストメディア／インスタレ ーション

森 北  伸
M - 1 5《 T h e  V o y a g e r 》2 0 1 4 ／ 陶 、アルミ 、アクリル

M - 1 6《 m o t h e r 》2 0 1 4 年／アクリル 、綿 布

オス カー・ムリーリョ
M - 1 7《 フリークエン シーズ・プロジェクト》2 0 1 4 － 2 0 1 6 ／ミクストメディア

中 村 裕 太
M - 1 8《 世 界 陶 片 地 図｜シドニー 》2 0 1 6 ／ 陶 片 、絵 葉 書

ウダム・チャン・グエン
M - 1 9《 機 械 騎 兵 隊 のワルツ  -  T h e  M a c h i n e  E q u e s t r i a n s  # 1 2 》2 0 1 2 ／

シングル チャンネ ル・カラーヴィデオ／ 4 分 3 4 秒

二 藤 建 人
M - 2 0《 Z O K I N M A N 》2 0 1 6 ／ 雑 巾 、ヴィデオ／ 1 5 分 0 3 秒

大 巻 伸 嗣
M - 2 1《 E c h o e s - I n fi n i t y 》2 0 1 3 ／キャンバ ス 、顔 料 、アルミニウムプレ ート

M - 2 2《 E c h o e s - I n fi n i t y 》2 0 1 3 ／キャンバ ス 、顔 料 、アルミニウムプレ ート

M - 2 3《 E c h o e s - I n fi n i t y 》2 0 1 3 ／キャンバ ス 、顔 料 、アルミニウムプレ ート

岡 部 昌 生
M - 2 4《 C r e a t i v e  C a r a v a n 》2 0 1 5 － 2 0 1 6 ／エアログラム

佐 々 木 愛
M - 2 5《 塩 の 道 》2 0 1 6 ／ 油 彩 、キャンバ ス

M - 2 6《 海と 空 》2 0 1 6 ／ 油 彩 、キャンバ ス

M - 2 7《 石 器 》2 0 1 6 ／ 油 彩 、キャンバ ス

M - 2 8《 古代 のル ート 》2 0 1 6 ／ 油 彩 、キャンバ ス

M - 2 9《 森 を 運 ぶ 》2 0 1 6 ／ 油 彩 、キャンバ ス

柴 田 眞 理 子
M - 3 0《 華 の 静 物 0 0 5 - 5 》2 0 0 5 ／ 陶

M - 3 1《 華 の 静 物 0 0 7 - 4 》2 0 0 7 ／ 陶

M - 3 2《 華 の 静 物 0 0 9 - 1 》2 0 0 9 ／ 陶

M - 3 3《 華 の 静 物 0 0 9 - 3 》2 0 0 9 ／ 陶

出 品 作 品 リスト アーティスト名

作 品 番 号

《作 品タイトル》制 作 年／ 素 材・技 法
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田島 秀彦
M - 3 4《 s p l a s h ( 1 6 - 0 1 ) 》2 0 1 6 ／ M D Fパ ネ ル 、アクリル 、光ファイバー、モ ーター、L E D 電 球

M - 3 5《 s p l a s h ( 0 9 - 0 1 ) 》2 0 0 9 ／ M D Fパ ネ ル 、アクリル 、光ファイバー、モ ーター、蛍 光 灯

M - 3 6《 浴 槽と バ スタブと日蝕 》2 0 1 2 ／ M D Fパ ネ ル 、アクリル 、光ファイバー、モ ーター、蛍 光 灯

高 橋 士 郎
M - 3 7《 b a b o t  m 2 7 3 》2 0 1 6 ／ 空 気 膜 造 形

竹川宣 彰
M - 3 8《 セミの 羽 化と 私－ 3 2 5 0 年  # 3 》2 0 0 8 ／ 油 彩 、キャンバ ス

山 田  亘
M - 3 9《 大 愛 知 なる へそ 新 聞プロジェクト》2 0 1 6 ／ 新 聞（ 更 紙 、油 性 インク ）

高 嶺  剛
M - 4 0《 サ シングヮー 》1 9 7 3 ／ヴィデオ／ 1 5 分

伊 藤 高 志
M - 4 1《 悪 魔 の 回 路 図 》1 9 8 8 ／ヴィデオ／ 7分

山 村 浩 二
M - 4 2《 頭 山 》2 0 0 2 ／ヴィデオ／ 1 0 分

ボリス・ラベ
M - 4 3《 K y r i e l l e 》2 0 11 ／ヴィデオ／ 1 0 分

小 川  育
M - 4 4《 I  W a n n a  B e  Y o u r  F r i e n d 》2 0 1 5 ／ヴィデオ／ 4 分
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回 答 者 数 ／ 5 4 1人

回 答 者 の属性

○ 性 別

男性

女 性

計

2 1 7人

3 0 3 人

5 2 0 人

4 1 . 7 ％

5 8 . 3 ％

1 0 0 . 0 ％

来 場 者 ア ン ケ ート

来場者4 0 4 9名の内、アンケートには5 41名の方々にご協力いただけました。展覧会の内容に関しては、良かっ

た6 0 . 2％、まあ良かった31. 4％、併せて91. 6％の回答が得られました（前回は87. 4％）。その理由は、「近所

でアート作品をみることができた」「いろいろなジャンルの芸術に触れることができた」「トリエンナーレの本展

と関連した作品があり、本展に興味を持たせる内容だった」「こどもも楽しめた」「多いに刺激を受けた」「アート

の作品をこの町でなかなか見る機会がないので、見れて、体験できてよかった」などといったものがよせられま

した。中でも「作品ガイドツアーがよかった」といった類の回答が複数あり、展示されている作品についてスタッ

フが直接説明し鑑賞を共にすることで来場者にとってより充実した鑑賞体験となったことが伺えます。また、自

由回答では「名古屋に出て行かなくても、身近で見れることができてよかったと思う。次回も開催してほしい」

「家の近くにトリエンナーレがきてうれしかった」「遠くまでみに行けない人が行きやすくなっていいと思う」「こ

のような巡回展示はこれからも続けてくれたらうれしいです」などの回答がありました。色んな地域での展開に

よって、様々な人へアートを身近に届けることができました。

○ 住まい

県 内 ( 開 催 市 町 )

県 内 ( 開 催 市 町以 外 )

県 外

計

3 1 0 人

1 9 3 人

1 2 人

5 1 5 人

6 0 . 2 ％

3 7 . 5 ％

2 . 3 ％

1 0 0 . 0 ％

○ 年代

～ 1 0 歳 代

2 0 歳 代

3 0 歳 代

4 0 歳 代

5 0 歳 代

6 0 歳 代

計

3 3 人

2 3 人

8 2 人

1 0 2 人

1 0 2 人

1 7 7人

5 1 9 人

6 . 4 ％

4 . 4 ％

1 5 . 8 ％

1 9 . 7 ％

1 9 . 7 ％

3 4 . 1％

1 0 0 . 0 ％

来 場 理 由

○モ バイル・トリエン ナーレをどのように

　 お 知りに なりました か（ 複 数 回 答 可 ）

チラシ・ポスター

トリエンナーレのウェブ

新 聞

市 町の広 報 誌

知り合 いから

会 場 に 来 て知った

その 他

計

チラシ・ポスター
トリエンナーレのウェブ

新聞
市町の広報誌
知り合いから

会場に来て知った
その他

1 6 7人

8 3 人

1 3 7人

8 9 人

7 6 人

5 0 人

6 0 人

6 6 2 人

3 0 . 9 ％

1 5 . 3 ％

2 5 . 3 ％

1 6 . 5 ％

1 4 . 0 ％

9 . 2 ％

11 . 1％

1 2 2 . 4 ％

                          　　  30.9％
        15.3％
                        25.3％
         16.5％
     14.0％
9.2％
11.1％

○ 本日の展 示を見て 、名古 屋 市や 岡 崎 市 で

　開 催してい るあいちトリエン ナーレに

　 行ってみたいと 思いました か

思った

どちらとも言えな い

思 わな かった

その 他

計

3 1 8 人

1 0 9 人

3 1人

6 4 人

5 2 2 人

6 0 . 9 ％

2 0 . 9 ％

5 . 9 ％

1 2 . 3 ％

1 0 0 . 0 ％

○ 展 示 の内 容 はいか が でした か

良 かった

まあ良 かった

どちらとも言えな い

あまり良くな かった

良くな かった

未 回 答

計

3 2 2 人

1 6 8 人

3 8 人

4 人

3 人

6 人

5 3 5 人

6 0 . 2 ％

3 1 . 4 ％

7 . 1％

0 . 7 ％

0 . 6 ％

1 . 1％

1 0 0 . 0 ％

男性
41.7％

～ 10歳代 6.4％
20歳代 4.4％

30歳代
15.8％

県内
(開催市町)

60.2％

県内
(開催市町以外)

37.5％

県外 2.3％

40歳代
19.7％50歳代

19.7％

60歳代 
34.1％

女性
58.3％

良かった
60.2％

思った
60.9％どちらとも言えない

20.9％

思わなかった
5.9％

その他 12.3％

まあ良かった
31.4％

どちらとも言えない
7.1％

あまり良くなかった 0.7％

良くなかった 0.6％

未回答 1.1％
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